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建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
同
組
合
　
堀
尚
義
氏

じ
よ
う
に
声
を
掛
け
た
」

「
組
合
員
、
非
組
合
員

に
関
係
な
く
広
く
募
っ
た

結
果
、
8
1
社
か
ら
答
え
を

も
ら
っ
た
。
内
訳
は
組
合

員
が
1
6
社
、
非
組
合
員
が

6
5
社
だ
っ
た
。
会
社
ご
と

に
河
川
や
道
路
な
ど
部
門

別
に
支
援
可
能
な
技
術
者

の
人
数
な
ど
を
明
記
し
た

名
簿
を
作
成
、
5
月
に
国

中
小
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
大

手
と
同
様
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

復
興
に
貢
献
し
た
い
思
い
は
強
い
。
堀

尚
義
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
同
組
合

（
建
コ
ン
コ
ー
プ
）
理
事
長
は
、
「
中

小
企
業
で
も
志
の
あ
る
会
社
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
る
。
5
月
の
総
会
で
須

山
富
直
前
理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

た
堀
理
事
長
に
、
震
災
復
興
に
対
す
る

取
り
組
み
や
、
組
合
を
取
り
巻
く
厳
し

い
環
境
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
な

ど
に
つ
い
て
考
え
を
聞
い
た
。

－
－
震
災
へ
の
対
応
は

「
組
合
は
震
災
発
災
翌
日
の
一
1
2
日
付

で
、
国
土
交
通
省
か
ら
『
東
日
本
大
震

災
の
災
害
応
急
対
策
の
協
力
要
請
』
を

受
け
、
1
5
日
に
組
合
員
に
対
し
『
東
日

本
大
震
災
の
災
害
支
援
要
請
に
志
あ
る

会
社
』
を
呼
び
掛
け
た
。
『
中
小
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ

ン
』
を
2
0
0
7
年
に
策
定
し
た
と
き
、

組
合
員
と
非
組
合
員
の
約
1
3
0
0
社

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
対
象
と
な
っ
た
非
組
合
員
約
1
0
0

0
社
に
も
、
公
共
発
注
者
か
ら
の
支
援

要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
志
が

あ
る
会
社
は
手
を
挙
げ
て
ほ
し
い
と
同

メリットアピールして会員増強
交
省
東
北
地
方
整
備
局
や
被
災
地
の
地

方
自
治
体
に
提
出
し
た
」

1
－
現
状
は
ど
う
か

「
い
つ
で
も
応
援
で
き
る
態
勢
を
整

え
た
が
、
組
合
の
知
名
度
が
あ
ま
り
な

い
た
め
か
、
組
合
を
通
じ
て
の
協
力
要

請
は
い
ま
の
と
こ
ろ
来
て
い
な
い
。
自

治
体
は
、
過
去
に
実
績
が
あ
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
直
接
、
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
付
き
合
い
の
あ
る
コ
ン
サ
ル

の
方
が
安
心
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」

「
7
月
に
鹿
児
島
県
で
組
合
員
と
打

ち
合
わ
せ
を
し
た
際
、
『
遠
く
離
れ
て

い
る
の
で
、
呼
び
掛
け
に
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
。
復
奥
に
は
ま
だ
1
0

年
く
ら
い
か
か
る
だ
ろ
う
か
ら
、
協
力

で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
』
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
地
方
で
は
応
援

し
た
い
と
い
う
声
は
強
い
が
、
被
災
地

の
自
治
体
と
付
き
合
い
が
な
い
た
め
、

ど
の
よ
う
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
組
合

を
通
じ
て
協
力
要
請
が
来
る
よ
う
活
動

心
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
迅
速

に
対
応
で
き
る
の
で
、
組
合
に
要
請
し

て
ほ
し
い
」

－
－
今
後
の
組
合
活
動
は

「
ピ
ー
ク
時
に
は
組
合
員
が
2
5
0

社
程
度
だ
っ
た
が
、
経
営
環
境
が
厳
し

く
な
り
現
在
は
6
5
社
に
減
っ
て
い
る
。

建
設
産
業
共
同
教
育
訓
練
協
議
会
が
主

催
、
組
合
が
共
催
し
て
い
る
土
木
設
計

技
士
試
験
は
、
第
1
回
の
0
9
年
度
が
受

験
者
数
1
2
8
2
人
で
、
合
格
者
数
5

1
7
人
だ
っ
た
が
、
1
0
年
度
、
1
1
年
度

は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
」

「
現
状
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
昨

年
9
月
に
土
木
設
計
技
士
推
進
部
会
、

業
務
運
営
部
会
、
広
報
活
動
部
会
の
3

つ
を
つ
く
っ
た
。
今
年
度
は
権
限
を
部

会
長
に
移
譲
し
て
、
部
会
の
充
実
を
図

っ
た
。
組
合
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
暇
庇
（
か
し
）
担
保
責
任
賠
償
保

険
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
商

工
中
金
で
優
先
的
に
借
灯
入
れ
可
能
な

ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
会
員
の
増
強
に
取
り
組
み
た
い
」

（
は
り
・
ひ
さ
よ
し
）
1
9
6
9
年
日
大

理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
後
、
同
年
東
光
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
入
社
。
9
2
年
取
締
役
副
事
業

部
長
、
9
7
年
常
務
事
業
部
長
を
経
て
、
9
8
年

8
月
か
ら
社
長
。
9
9
年
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
協
同
組
合
理
事
、
2
0
0
5
年
副
理
事
長
、

1
1
年
5
月
理
事
長
。

東
京
都
出
身
、
6
5
歳
。

十∵十十十∴＋十十十十　十十十

総
会
後
の
懇
親
会
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
須
山
前
理
事
長
を
持
ち
上

げ
た
り
下
げ
た
り
の
冗
談
を
連
発

し
な
が
ら
、
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
任
期
中
の
苦

労
を
さ
り
げ
な
く
ね
ぎ
ら
う
気
配

り
を
み
せ
た
。
質
問
に
も
ジ
ョ
ー

ク
を
交
え
つ
つ
、
建
て
前
で
な
く

本
吉
で
答
え
る
。
危
機
的
な
状
況

に
あ
る
組
合
に
つ
い
て
は
存
在
価

値
を
問
い
、
新
設
し
た
部
会
で
原

点
に
戻
っ
て
検
討
を
始
め
た
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
皮
切
り
に
海
外
業
務

の
経
験
も
多
い
。
組
合
員
の
減
少

に
歯
止
め
を
掛
け
る
こ
と
が
最
大

の
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
。

復
興
協
力
要
請
は
組
合
通
じ
て
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